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発表テーマ発表テ マ

学生のために何ができるか
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学生のために何ができるか

大学の役割大学の役割

私たちが考えた大学の役割

・教育 ： 優秀な人材の育成、探究心と意欲の向上を促進、社会人マナーの会得

・研究 ： 専門知識を活かした地域社会への貢献研究 ： 専門知識を活かした地域社会 の貢献

学生の傾向学生の傾向

・ インターネットの普及による情報収集の簡素化

・ 学習意識や探究心が希薄学習意識や探究心が希薄

・ ＳＮＳの普及による直接的なコミュニケーション力の低下

・ 受動的な姿勢のままで主体的に学ばなくてならない環境へ適応できない
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動 環

⇒窓口業務で科目履修の方法がわからない学生が多く見受けられる

学生のために何ができるか

このテーマを選んだ理由このテーマを選んだ理由

大学の役割、大学の現状を踏まえて、何が重要と考えたのか？

大学職員として、『学習意欲の向上と学生満足度を向上させるために何ができる

か』に焦点を置いて議論しました。

学生のために何ができるか
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学生のために何ができるか

改善策の検討改善策の検討

１．スペースの確保と提供及び活用法

２．学生の要望の反映
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学生のために何ができるか

大学のイノベーションの提案大学のイノベーションの提案

１．スペースの確保と提供及び活用法

・ 図書館の多目的利用の推進
⇒ 図書館を学生の学びの場として今以上に活用する（ラ ニング モンズの設置）⇒ 図書館を学生の学びの場として今以上に活用する（ラーニングコモンズの設置）

従来の利用目的 ラーニングコモンズの導入

・テスト及びレポートの期限直前での追
い込み

学生同士によるグループワーク

い込み

・休憩 学生の主体性が育まれる
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学生の主体性が育まれる



学生のために何ができるか

大学のイノベーションの提案大学のイノベーションの提案

１．スペースの確保と提供及び活用法

・ 課外活動の活性化

⇒ 先輩後輩及び教員等との関係作り、
社会性の習得、地域社会との関わり

教員 職員

縦
の、

組織で行動をすることの大切さ

先輩

の
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な
が
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を学ぶきっかけをつくる 自大学の
学生

学生
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学生

り

7横のつながり

学生のために何ができるか

大学のイノベーションの提案大学のイノベーションの提案

２．学生の要望の反映

・ 教員、学生、職員の三者が集まることができる食堂の有効活用教員、学生、職員の三者が集まることができる食堂の有効活用

⇒ 三者が集まる最も身近な場である。気軽に意見交換ができる

教員 学生から出た意見を
教員⇔職員間でフィ
ードバックすることも

重要学生 重要
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職員

学生のために何ができるか

大学のイノベーションの提案大学のイノベーションの提案

２．学生の要望の反映

・ ICTの積極的活用

⇒ WEB上での授業改善アンケートの定期的な実施
→その結果を授業内容及びシラバスに反映させる

⇒ 講義内容の配信
→校地間配信（テレビ会議システム）
→WEB配信（YouTube等動画配信サイト活用）

⇒ クリッカーの導入等による参加型講義の推進
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クリッカ の導入等による参加型講義の推進

職員 ＝ かけ橋！職員 ＝ かけ橋！

学生

教員教員
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